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６月定例会の概要
6月11日から6月29日までの19日間、平成30年第3回飛騨市議会定例会を開催しました。
補正予算や、条例の改正、財産処分・財産取得、市道の路線認定など18議案を可決・承認としま

した。
また一般質問には10人が登壇し市政を質しました。

議　案　名 審議結果

専決処分の承認を求めることについて（平成29年度飛騨市後期高齢者医療特別会計
補正予算（専決第1号））

承　認
（全会一致）

後期高齢者医療特別会計補正予算を専決処分したので承認を求めるもの
専決処分の承認を求めることについて（飛騨市税条例の一部を改正する条例）
　地方税法の一部改正に伴う専決処分について承認を求めるもの
飛騨市行政区等設置条例の一部を改正する条例について

可　決
（全会一致）

　神岡町船津中央地区地域活動の実情に合わせた区域に再編するもの
飛騨市税条例等の一部を改正する条例について
　法の改正により、たばこ税の税率を改正するもの
飛騨市介護保険条例の一部を改正する条例について
　国の基準が改正されたことにより、特別控除の額等を改正するもの
飛騨市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について
　非常勤消防団員等に係る損害賠償の基準を定める政令の改正に伴うもの
財産の取得について（繁殖牛舎）
財産の処分について（繁殖牛舎）
財産の取得について（繁殖牛舎、堆肥舎）
財産の処分について（繁殖牛舎、堆肥舎）
　畜産担い手の育成支援のため
飛騨市観光施設条例の一部を改正する条例について
　カフェテリア白木ケ峰駐車場に RV パークを設けるため
飛騨市都市公園条例の一部を改正する条例について
　百足城跡公園の追加、気多公園に藤園の譲渡を受け面積を増加するもの
市道路線の廃止について
市道路線の認定について
　宮川町地内　市道小豆沢線の起点の地番変更に伴うもの
平成30年度飛騨市一般会計補正予算（補正第1号）
平成30年度飛騨市水道事業会計補正予算（補正第1号）
平成30年度飛騨市国民健康保険病院事業会計補正予算（補正第1号）
　各事務事業の見直しによる補正
飛騨市監査委員（議会選出）の選任につき同意を求めることについて 同　意

（全会一致）　飛騨市監査委員として澤史朗議員を任命したいので議会の同意を求めるもの

上程議案と審議結果
● 全会一致で可決した議案【市長提出議案】
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● 賛否が分かれた議案
　議員提出議案� ※ ○は賛成、×は反対　
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審議結果

野村勝憲議員に対する懲罰動議について
（日程の追加） × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × 議 

長 × 可　決
（賛成多数）

議　員　名

議　案　名　等

◯ 6 月補正予算の主要事業について
新 規　　公用車のドライブレコーダー設置事業 ……… 500 千円
　 　　　　公用車 11 台にドライブレコーダーを設置するもの
新 規　　首都圏でのレールマウンテンバイク魅力発信事業 ……… 700 千円
　 　　　　東京鉄道祭に体験乗車会を実施するもの
新 規　　民間による「みんなの居場所づくり」の支援事業 ……… 200 千円
　 　　　　「みんなの居場所」運営経費、施設整備の支援をおこなうもの
新 規　　松ヶ丘公園斎場の改修事業 ……… 45,676 千円
　 　　　　火葬棟の大規模改修、待合室の改築
新 規　　宮川の地域資源を活用した里山体験事業 ……… 4,441 千円
　 　　　　里山生活体験やホームステイの検証、中間支援組織の開設支援

な ど

◯ 報 告 案 件

議 案 名

平成 29 年度飛騨市一般会計繰越明許費繰越計算書について

損害賠償の額の決定について

飛騨市土地開発公社の経営状況報告について

株式会社飛騨の森でクマは踊るの経営状況報告について

9月定例会の予定

9月 3日（月）　　本会議（開会、提案説明）
12日（水）　　本会議（一般質問1日目）
13日（木）　　本会議（一般質問2日目）
14日（金）　　本会議（一般質問3日目）
18日（火）　　常任委員会（総務・産業）
19日（水）　　予算特別委員会
20日（木）　　決算特別委員会（1日目）
21日（金）　　決算特別委員会（2日目）
25日（火）　　決算特別委員会（3日目）
27日（木）　　本会議（委員長報告、質疑、討論、採決、閉会）

� ※ 日程は変更される場合があります。

議会の傍聴にお越しください

今後、懲罰特別委員会により審議されます。


